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〇世界最先端の研究開発を推進していく上では、従来型の自前の研究開発だけでなく、国内外の研究機関、企業、
大学、地方自治体といった様々なステークホルダーとのコラボレーションが重要。

〇技術開発やその普及を目指したコンソーシアムやアライアンス間での国際連携を深めることよって、より効率
的に技術の国際展開や社会実装を進めることが可能となる。

〇専門以外の他分野とのコラボにより新しい分野を生み出すことも重要。

委員らの集合写真

ASEAN IVOフォーラム2017の開催

平成29年11月23日、ブルネイ・バンダルスリブガワ
ンにおいて、ASEAN IVO（ICT Virtual Organization
of ASEAN institutes and NICT ）フォーラム2017を
開催。

ASEAN加盟全10か国（40機関）が参加し、13件の国
際共同研究プロジェクトを実施。

フレキシブル ファクトリ パートナー アライアンス
（FFPA）の結成

平成29年7月26日、製造現場など、複数の無線シス
テムが混在する環境下での安定した通信を実現する協
調制御技術の規格策定と標準化、普及促進を行うため
に、FFPA（Flexible Factory Partner Alliance）を
結成。機構の他、6社が参加。

FFPAが目指すエコシステム
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「第２回次世代の人工知能技術に関する
合同シンポジウム」等の開催

平成29年5月22日、大阪大学コンベンションセ
ンターにおいて、総務省・文部科学省・経済産
業省及び人工知能技術戦略会議とともに機構が
主催者となり、合同シンポジウムを開催。500
名以上が参加。

成果展示（VoiceTra）

翻訳バンクの運用開始と
「自動翻訳シンポジウム～自動翻訳と翻訳バンク」の開催

平成29年9月8日、総務省とNICTは、自動翻訳シ
ステムの様々な分野への対応や高精度化を進める
ため、オール・ジャパン体制で翻訳データを集積
する『翻訳バンク』の運用を開始。
これにより、社会・経済活動のグローバル化が

進む中で我が国の国際競争力の強化に貢献。

「自動翻訳シンポジウム～自動翻
訳と翻訳バンク」の開催（平成30
年3月12日、主催：総務省、NICT）

翻訳バンクのコンセプト

第2回次世代の人工知能技術に関する
合同シンポジウム
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〇オープンイノベーション推進本部の設置により、様々なステークホルダーを巻き込んだ形での拠点活動が始
動している。これらの活動をさらに活性化・進化させるためにはオープンマインドが重要。

〇技術的イノベーションだけではなく、ソーシャルイノベーションを含んだ形での「イノベーションのエコシ
ステム」を確立していくことが重要。

CYDERとサイバーコロッセオの開催

平成29年6月20日、平成29年度第1回実践的サイバー
防 御 演 習 （ CYDER ： CYber Defense Exercise with
Recurrence）を開催。平成29年度中、初級レベルと中
級レベル」の演習を47都道府県で100回開催し、3,009
名が参加。

また、平成30年3月6-7日、東京2020オリンピック・
パラリンピック競技大会関連組織セキュリティ関係者
向け実践的サイバー演習（サイバーコロッセオ）準上
級コース（攻防演習等）を開催。平成29年度中、中級
コースと合わせて、2回開催し、74名が参加。

「SecHack365」の実施

実際のサイバー攻撃関連データ等に基づいたセ
キュリティ技術の研究・開発を25歳以下の若手（47
名：応募者は358名）を対象に1年かけて本格的に指
導する新規プログラム「SecHack365」を実施。

CYDER実施会場

第1回東京(蒲田)回の集合写真

成果発表会

サイバーコロッセオ
実施会場



「起業家甲子園・起業家万博」の開催

平成30年3月7日、8日の2日間にわたり、総務
省と共催により、若手人材の発掘・育成を目的
とした「起業家甲子園」と、地域から発掘した
ICTベンチャーが販路拡大等を目的としてビジ
ネスプランを発表する「起業家万博」を開催。

起業家甲子園・総務大臣賞

起業家万博表彰式

Ｏpen Mind & Ｏpen Innovation 2/3

4

スマートIoT推進フォーラム第3回総会及び
IoT国際シンポジウム2018の開催

平成30年3月9日、ベルサール神田にて開催。シンポジ
ウムでは、総務省が全国5地域で実施したハッカソンイ
ベント「Web×IoTメイカーズチャレンジ」最優秀作品を
はじめ、会員企業・団体等22者によるIoTやAIに関する
技術展示を実施。

技術展示

スマートIoT推進フォーラム総会



オープンイノベーションで進化しているVoiceTra技術

革新的な多言語音声翻訳装置の開発

http://iamili.com/ja/

パナソニック 対面ホンヤク

ログバー オフライン音声翻訳機 ili

利用者視点の新システム

富士通 IDカード型ハンズフリー音声翻訳端末

カスタマイズ可能な音声翻訳アプリ TabiTra

VoiceTra

＋

＋

＋

http://www.toppan.co.jp/news/2017/
03/newsrelease170331.html

http://pr.fujitsu.com/jp/news/2017/09/19.html
https://panasonic.biz/cns/invc/taimenhonyaku/

＋

機構に出向している10社（14名）の研究

者と共同で人工知能技術（深層学習等）
を用いた先進的な国産多言語音声翻訳

技術を研究開発中

パナソニック株式会社

株式会社ログバー

富士通株式会社

凸版印刷株式会社

※「CEATEC AWARD 2017」オープンイノベーション部門グランプリ受賞
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〇ＮＩＣＴを世界最先端のICT分野の研究機構とすべく、絶えず挑戦者の気概を持って活動することが重要。

超小型衛星による量子通信を実現

衛星通信と量子通信の最新技術を連携し、超小型
衛星(SOCRATES) と地上局との間で、光子一個一個
のレベルで情報をやり取りする量子通信の実証実験
に成功。

6

光交換の世界記録を更新

光ファイバで伝送されるパケット信号の経路を切り
替える光交換技術において、従来の世界記録（自己記
録）を４倍以上更新し、毎秒53.3テラビットのパケッ
ト信号のスイッチング実験に成功。

さらに、その後、毎秒83.3テラビットを達成。

7コア用高速並列光スイッチシステム

偏光状態の射出口

光子を光ファイバへ集光し
光子検出器へ導波

偏光光子を識別する
量子受信機

地上局の望遠鏡
(口径１ｍ)

(高度600 km)

超小型衛星SOCRATESと光地上局の概要
a. SOTAの概観写真 b. 0,1のビット情報を符号化する偏光状態

c. 光地上局の望遠鏡（口径1m） d. 量子受信機の構成図

a b

c

d

a b
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太陽フレアに関する予測技術

平成29年9月に発生した最大X線強度が通常の
1,000倍以上に及ぶ大規模太陽フレア（X9.3ク
ラス）に伴う影響について、情報提供やメディ
ア対応を実施。
また、深層学習を用いた太陽フレア発生前の

発生確率予測モデルを開発、リアルタイムデー
タ処理等の成果を得て、平成30年度から実利用
予定。

耐量子計算機暗号の標準方式の候補として米国NIST
国際公募にノミネート

量子コンピュータでも解読が困難な格子理論に基
づく新暗号方式として、 LOTUS（ロータス：
Learning with errOrs based encryption with
chosen ciphertexT secUrity for poSt quantum
era）を開発。

米国国立標準技術研究所（National Institute
of Standards and Technology: NIST）が世界中か
ら公募した米国政府機関で採用する暗号の標準方式
候補としてノミネート。

7

太陽フレア発生に伴う記者説明
フレア発生確率予測
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音声対話システム

大規模Web情報分析システム（WISDOM X）
をベースとして、Web40億ページの情報を元
に多様な話題の対話、様々な質問への回答
（社会知の伝達）を行う次世代音声対話シス
テム・プロトタイプWEKDAを開発。

脳情報解読技術

民間企業にライセンス供与し、商用化を開始し
た脳情報解読技術について、大規模データを取得
し、高度化を推進。

また、深層学習や自然言語処理技術を組み合わ
せ、知覚・認知内容の言語/文章解読やその応用
を推進。
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